
漁況海況予報事業

安達二朗・北沢博夫・村山達朗

的

沿岸沖合漁業に関する漁況と海況とを調査研究し，その結果にもとづいて作§

に予報を正確迅速に広報普及し，漁業経営の安定に寄与することを目的とする。

その結果にもとづいて作製された速報ならび

調査の実施概要

1．海洋観測の種類と実施年月日（付表に海洋観測記録及び卵椎仔査定結果を示す｡）
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2．観測定線図１に示す。

3．調査項目

観測層０，１０，２０，３０，５０，７５，１００，１５０，２００，３００脚深

観測項目水温，塩分，卵椎仔，気象，海象，魚群量調査，釣痩試験

4．調査船，観測機器

調査船島根丸（１３９，０６トン，770馬力）
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電気温度計（水温，気温２点式）

音響測深機（２８十２００ＫＨＺ）

観測賎器ＳＴＤ，ＤＢＴ（環境計測システムＫＫ）

測深機（油圧式３．７馬力1,500〃）
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図１観測定線
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結 果

1．海況

昭和58年度の日本海全般の海況変動を前，後半別に述べる。前半は表面水温が平年並みかやや

高め，５０脚層では南部が平年並みかやや低め，北部が平年並みかやや高めとなっていた。水塊配

置は，暖・冷水域が帯状の分布傾向を示し，対馬暖流は典型的な平行型となっていた。後半に入っ

ても１２月頃までは水温はほぼ平年並みで，冷水域の接岸もそれほど顕著でなかったが，２月以降

急激な水温の低下がみられ，特に本州の距岸60海里までの沿岸一帯が20年に－度というはなはだ

低い状態となり，異常低水温となった。それに伴い，極前線も平年より６０～80海里南偏し，冷水

域は著しく接岸，対馬暖流は蛇行型となった。

次に，島根県沿岸から沖合域にかけての海況をみていくことにする。図２に浜田，西郷両港の表

面水温と恵曇港の７脚届水温の日変化を示した。実線が実測値，点線が平均士標準偏差である。こ

れをみると，浜田では，７月中旬および８月下旬に平年より低めとなった他は１２月まで概ね平年

並みであった。しかし，１２月下旬からは平年より低めとなり，異常低温となった。恵曇港では６

月中旬より７月下旬まで低め，８月下旬に浜田と同様に低温現象がみられた後，２月までは平年並

みであったが，２月下旬より低温状態に入った。西郷港は他の２点同様７月下旬に低温現象がみら

れた他は平年並みで推移し，３月まで異常低温は認められなかった。７月の低温現象は，日本海を
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おおう冷涼な高気圧によ

る低めの気温と，梅雨前

線の活動による日照量の

不足が原因として考えら

れ，８月の低温現象は，

台風６号の通過とその後

日本海を週った冷涼な高

気圧によるぐずついた天

候のためと思われる。ま

た，異常低温の出現時期

が３ケ所で異なったのは

今回の低温現象が異常寒

グ

図２－ｌ浜田港における表面水温の変化

Ⅱ

ｔｈ沙

波により沿岸の表層部か

ら始まったことを反映し

ていると思われる。さら

に，沿岸域の水温変化を

代表していると考えられ

る。浜田沖約１７海里の

Ｓｔｎ２の水温イソプロッ

トを平均値とともに図３

に示した。夏期,２５℃の

等温線が水深３０例まで

達するなど上層では平年

､ｻﾞVGW1

ｑＩｕＫ 、ノKIliTlO

－２４－



並みかやや高めの状態で

あり，全体的にみても１

月下旬までは平年並みの

水温変化を示していたが，

２月に入り，全層とも急

激に低下し平年より２℃

も低めとなっていること

がわかる。また，底層に

いわゆる“底部冷水凶と

思われる水塊の変動がみ

られる。しかし，底層水

温は図４に示した日御碕

沖，Ｓｔｎｌ４の水深別水

温変化をみてもわかるよ

うに短期間で大きな変動

を示し，また，伊藤（1９

８２）が示唆しているよう

に潮汐との関連も考えら

れ，漁海況予報事業にお

ける定線観測の時間間隔

ではその動きをとらえる

ことは困難だと思われる。

図５．図６に各月の水

深５０〃の水温水千分布

図と浜田沖定線の水温６

塩分鉛直分布図を示し，

以下，島根県沿岸から沖

合にかけての各月毎の海

況をみていくこととする。
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４月：沿岸は各層とも平年並みかやや低めで，特に日御碕北西１０～20海里一帯にはかなり低

めの水塊がみられる。一万，沖合域は上層（水深１０脚）では平年並みとなっているのに対し，中・

下層(水深５０，１００ｍ）は低めで，距岸30～40海里一帯は平年よりかなり低めの水温分布を示し

ている。
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図４日御碕沖Ｓｔｎｌ４における水深別水温変化
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Ｎ

３７。 ５月：上・中層の水温は全体的に平年並みかや

や高めであるが，隠岐島西方にやや低めの海域があ

る。下層水温は，沿岸部では高めだか，沖合および

隠岐島西方を中心とした東部海域では平年より低め

となっている。

８月：上層の水温は隠岐島周辺が低め，浜田沿

岸が高めとなっているのを除いて平年並みである。

中・下層の水温はウツリョウ島付近から張り出して

いる冷水により，竹島南側の海域が低めである他は

平年並みである。また，石見地万を襲った７月豪雨

の影響で濁りは距岸２海里程度までみられ，塩分は

距岸40海里の水深１０〃'で平年より1960近く低くな

っていた。
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図６浜田沖Ｎ断面における水温塩分分布（1983年４月～1983年８月）
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図６浜田沖Ｎ断面における水温塩分分布（1983年９月～1984年３月）

９月：江津沖８０海里付近には暖水域が広がり，中・下層ともに水温は平年より高めとなって

いた。また，高山沖50海里には西からの冷水の張り出しがみられた。

１０月：上層の水温は沿岸から沖合までほぼ平年並みか高めで，中・下層では，沿岸部が低め，

沖合が高めとなっていた。

１１月：浜田沖２０海里付近に冷水域がみられ，沿岸部の水温は概して平年並みかやや低めであ

ったが，沖合域では逆に平年より高めとなっていた。

３月：竹島北方および隠岐島東方から冷水が張り出し，水温は沿岸から沖合まで各層ともに平

年より低めとなっていた。特に沿岸域の表層においてその傾向が著しかった。また，２月頃より石

見地方を中心として白濁現象がみられ，－時は日御碕方面にまで広がった。

2．漁況

この項では，昭和56年度から各年度の漁況の特徴を記してきたが，昭和58年度は前年と比較し

て，特徴に変化がなかったので省略する。しかし，まき網の重要対象魚種であるマイワシ，ウルメ

イワシ，カタクチイワシの体長，体重関係式を推定したので，その結果を示す。

体長，体重関係式を推定するための標本を構成する測定資料は，昭和58年度に測定されたもの

で，体長範囲を広く，それぞれの魚体の大きさが偏りなく入るように，体長階級間隔10噸の間に

20尾ずつを抽出した（表１～３）。得られた関係式は図中に示した。
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